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〇
頁
）。

（
152
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
四
月
二
八
日
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
八

三
頁
）。

（
153
）	
「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
五
月
九
日
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
八
六

頁
）。

（
154
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
五
月
二
六
日
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
九

四
頁
）。

（
155
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
六
月
二
日
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
二
九
七

～
二
九
八
頁
）。

（
156
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
八
月
二
四
日
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
三
二

三
頁
）。

（
157
）	

「
写　

厚
生
大
臣
小
泉
親
彦
に
よ
り
財
団
法
人
聖
路
加
国
際
メ
デ
カ
ル
セ

ン
タ
ー
常
任
理
事
松
井
米
太
郎
宛
文
書
」
一
九
四
二
年
一
一
月
一
七
日

（「
官
公
署
往
復
書
類
（
二
）」
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。

（
158
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
五
十
六
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
二
年
一
二
月

一
四
日
。

（
159
）	

松
井
米
太
郎
「
立
教
大
学
医
学
部
設
置
認
可
申
請
書
取
下
ニ
関
ス
ル
件
」

一
九
四
三
年
一
月
二
五
日
（
前
掲
「
官
公
署
往
復
書
類
（
二
）」）。

（
160
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
五
十
七
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
三
年
一
月
二

六
日
。

（
161
）	

「
財
団
法
人
立
教
学
院
第
五
十
八
回
理
事
会
記
録
」
一
九
四
三
年
一
月
三

〇
日
。

（
注　

第
三
章
）

（
1
）	

「
立
教
学
院
立
教
中
学
校
規
則
」（「
学
則
、
規
則
に
関
す
る
許
認
可
文
書
・

中
学
校
・
東
京
府
」
大
正
一
四
年
―
昭
和
二
一
年
、
昭
47
文
部00304100 

国
立
公
文
書
館
所
蔵
）（
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
学

院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
三
巻
、
立
教
学
院
、
一
九
九
九
年
、
一
七
～

一
九
頁
）。

（
2
）	

「
中
学
校
設
立
者
及
名
称
変
更
ノ
件
」（「
設
置
廃
止
（
位
置
変
更
、
改
称
）

に
関
す
る
許
認
可
文
書
・
中
学
校
・
東
京
都
」
大
正
一
二
年
―
昭
和
二
二
年
、

昭
47
文
部01742100

、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
3
）	

油
井
原
均
「
昭
和
初
期
立
教
中
学
校
の
性
格
と
進
学
動
向
」（『
立
教
学
院

史
研
究
』
第
九
号
、
二
〇
一
二
年
）
八
三
頁
。

（
4
）	

「
各
種
調
査
会
委
員
会
文
書
・
文
政
審
議
会
書
類
・
十
七
文
政
審
議
会
議

事
速
記
録
」（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

05021067100

「
各
種
調
査
会
委
員
会
文
書
・
文
政
審
議
会
書
類
・
十
七
文
政
審
議
会
議
事

速
記
録
」
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
5
）	

教
育
史
編
纂
会
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』（
第
七
巻
、
教
育
資
料
調

査
会
、
一
九
三
八
年
）
二
三
五
頁
。

（
6
）	

「
第
三
学
年
ヨ
リ
第
一
種
課
程
ヲ
欠
ク
認
可
申
請
書
」（
前
掲
「
学
則
、
規

則
に
関
す
る
許
認
可
文
書
・
中
学
校
・
東
京
府
」）。

（
7
）	

「
三
、
下
級
生
徒
ノ
上
級
学
校
入
学
志
望
状
況
調
」（
前
掲
「
第
三
学
年
ヨ

リ
第
一
種
課
程
ヲ
欠
ク
認
可
申
請
書
」）。

（
8
）	

「
一
、
卒
業
者
ノ
状
況
調
」（
前
掲
「
第
三
学
年
ヨ
リ
第
一
種
課
程
ヲ
欠
ク

認
可
申
請
書
」）。

（
9
）	
「
第
一
種
課
程
ヲ
欠
ク
認
可
申
請
遅
延
ニ
関
ス
ル
陳
情
書
」（
前
掲
「
第
三

学
年
ヨ
リ
第
一
種
課
程
ヲ
欠
ク
認
可
申
請
書
」）
は
「
第
三
学
年
ヨ
リ
第
一

種
課
程
ヲ
欠
ク
認
可
申
請
書
」
の
添
付
資
料
と
し
て
同
日
付
で
提
出
さ
れ
た
。

（
10
）	

「
立
教
学
院
立
教
中
学
校
授
業
料
規
則
改
正
」（
前
掲
「
学
則
、
規
則
に
関
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す
る
許
認
可
文
書
・
中
学
校
・
東
京
府
」。（『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』

資
料
編
第
三
巻
、
一
九
～
二
二
頁
所
収
）。

（
11
）	

「
立
教
学
院
立
教
中
学
校
生
徒
定
員
変
更
認
可
」（
前
掲
「
学
則
、
規
則
に

関
す
る
許
認
可
文
書
・
中
学
校
・
東
京
府
」）。

（
12
）	
同
右
。

（
13
）	

同
右
。

（
14
）	

同
右
。

（
15
）	

同
右
。

（
16
）	

帆
足
秀
三
郎
「『
い
し
ず
ゑ
別
報
』
創
刊
に
つ
い
て
」（『
い
し
ず
ゑ
別
報
』

創
刊
号
、
一
九
三
八
年
四
月
）
一
頁
。

（
17
）	

立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』

（
立
教
中
学
校
、
一
九
九
八
年
）
一
六
九
～
一
七
〇
頁
。

（
18
）	

小
野
雅
章
「
国
民
精
神
総
動
員
運
動
の
始
動
と
教
育
」（『
日
本
大
学
文
理

学
部
人
文
科
学
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
四
八
号
、
一
九
九
四
年
）。

（
19
）	

一
九
三
九
年
一
〇
月
二
七
日
付
東
京
府
国
民
精
神
総
動
員
実
行
部
長
・
東

京
府
学
務
部
長
発
公
私
立
中
等
学
校
長
等
宛
通
牒
「
明
治
節
奉
祝
ニ
関
ス
ル

件
」（「
官
公
往
復
書
類　

昭
和
十
四
年
度
」
所
収
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高

等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。

（
20
）	

一
九
三
九
年
一
〇
月
二
七
日
付
東
京
府
国
民
精
神
総
動
員
実
行
部
長
・
東

京
府
学
務
部
長
発
公
私
立
中
等
学
校
長
等
宛
通
牒
「
国
民
精
神
作
興
ニ
関
ス

ル
詔
書
渙
発
記
念
日
ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲
「
官
公
往
復
書
類　

昭
和
十
四
年

度
」
所
収
）。

（
21
）	

こ
れ
ら
の
指
示
に
関
す
る
通
牒
は
、
す
べ
て
前
掲
「
官
公
往
復
書
類　

昭

和
十
四
年
度
」
お
よ
び
「
報
告
書
類　

昭
和
十
四
年
度
」（
立
教
池
袋
中
学

校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）	

一
九
三
九
年
六
月
三
〇
日
付
東
京
府
学
務
部
長
発
中
等
学
校
長
等
宛
通
牒

「
青
少
年
学
徒
ニ
賜
ハ
リ
タ
ル
勅
語
ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲
「
報
告
書
類　

昭

和
十
四
年
度
」
所
収
）。
一
九
三
九
年
七
月
三
〇
日
付
東
京
府
学
務
部
長
発

中
等
学
校
長
等
宛
通
牒
「
青
少
年
学
徒
ニ
賜
ハ
リ
タ
ル
勅
語
ニ
関
ス
ル
件
」

（
前
掲
「
官
公
往
復
書
類　

昭
和
十
四
年
度
」
所
収
）。

（
23
）	

一
九
四
〇
年
二
月
一
四
日
付
立
教
中
学
校
長
帆
足
秀
三
郎
発
東
京
府
学
務

部
長
宛
「
時
局
教
育
実
施
情
況
報
告
致
候
」（
前
掲
「
報
告
書
類　

昭
和
十
四

年
度
」
所
収
）。
こ
の
報
告
は
、
東
京
府
学
部
部
長
発
「
時
局
教
育
実
施
情

況
調
査
ニ
関
ス
ル
件
」
と
い
う
通
達
で
、
各
校
で
の
精
動
運
動
や
経
済
的
な

動
員
の
状
況
が
に
つ
い
て
報
告
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
て
い
た
も
の
対
応
し
た

も
の
で
あ
る
。

（
24
）	

一
九
三
七
年
一
二
月
一
四
日
付
立
教
中
学
校
長
帆
足
秀
三
郎
発
池
袋
警
察

署
長
宛
「
提
灯
行
列
ニ
関
ス
ル
件
願
」（「
報
告
文
書　

昭
和
十
二
年
度
」
所

収
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。

（
25
）	

一
九
三
九
年
五
月
一
〇
日
作
成
「
財
団
法
人　

立
教
学
院　

昭
和
十
三
年

度
事
業
報
告
」（
前
掲
「
報
告
書
類　

昭
和
十
四
年
度
」
所
収)

の
「
中
学
校

ノ
部
」「
四
、
許
可
、
認
可
及
承
認
ニ
関
ス
ル
事
項
」。

（
26
）	

立
教
学
院
八
十
五
年
史
編
纂
委
員
編
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』（
立
教
学

院
事
務
局
、
一
九
六
〇
年
）
一
五
四
頁
。

（
27
）	

前
掲
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』
一
六
五
頁
。

（
28
）	

前
掲
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』
一
六
一
頁
。

（
29
）	
前
掲
「
時
局
教
育
実
施
情
況
調
査
ニ
関
ス
ル
件
」。

（
30
）	
一
九
四
〇
年
二
月
一
四
日
付
立
教
中
学
校
長
帆
足
秀
三
郎
発
東
京
府
学
務

部
長
宛
「
時
局
教
育
実
施
情
況
報
告
致
候
」（
前
掲
「
報
告
書
類　

昭
和
十
四

年
度
」
所
収
）。
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（
31
）	

こ
の
箇
所
は
、「
精
動
運
動
」
を
「
精
神
運
動
」
と
誤
記
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
報
告
の
フ
ォ
ー
ム
と
な
っ
た
「
時
局
教
育
実

施
情
況
調
査
ニ
関
ス
ル
件
」
で
は
、「
精
動
運
動
」
と
指
定
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

（
32
）	

「
学
校
市
諸
記
録
」（
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。

（
33
）	

同
右
。

（
34
）	

一
九
三
九
年
一
〇
月
～
一
九
四
二
年
七
月
作
成
「
生
徒
報
国
貯
金
一
覧
表

（
一
）」（
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。

（
35
）	

『
い
し
ず
ゑ
』（
第
三
二
号
、
立
教
中
学
校
学
友
会
、
一
九
三
八
年
）
三
九

頁
。

（
36
）	

『
い
し
ず
ゑ
』（
第
三
四
号
、
立
教
中
学
校
学
友
会
、
一
九
三
九
年
）
四
〇

頁
。

（
37
）	

一
九
三
九
年
七
月
二
〇
日
付
立
教
中
学
校
長
帆
足
秀
三
郎
発
東
京
府
学
務

部
長
宛
「
集
団
勤
労
作
業
実
施
計
画
書
二
通
追
出
仕
候
」（
前
掲
「
報
告
書
類　

昭
和
十
四
年
度
」
所
収
）。

（
38
）	

東
京
都
立
教
育
研
究
所
編
『
東
京
都
教
育
史
』（
通
史
編
四
、
東
京
都
立
教

育
研
究
所
、
一
九
九
七
年
）
一
八
七
～
一
八
八
頁
。
日
比
谷
高
校
百
年
史
編

集
委
員
会
編
『
日
比
谷
高
校
百
年
史
』（
日
比
谷
高
校
百
年
史
刊
行
委
員
会
、

一
九
七
九
年
）
七
九
五
～
八
〇
六
頁
。

（
39
）	

七
十
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
『
七
十
年
の
歩
み
』（
東
京
都
立
新
宿
高
等

学
校
、
一
九
九
三
年
）。
前
掲
『
東
京
都
教
育
史
』
通
史
編
四
、
一
八
八
頁
。

（
40
）	

「
日
本
聖
公
会
内
教
育
機
関
調
査
表　

昭
和
十
四
年
四
月
末
ノ
調
」（
前
掲

「
官
公
往
復
書
類　

昭
和
十
四
年
度
」
所
収
）。

（
41
）	

大
江
満
「
明
治
期
の
外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
事
業
」（『
立
教
学
院
史
研
究
』

創
刊
号
、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
三
年
）。
山
田
昭
次
「
立

教
学
院
戦
争
責
任
論
覚
書
」（
前
掲
『
立
教
学
院
史
研
究
』
創
刊
号
）
も
参
照
。

（
42
）	

立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』

（
資
料
編
第
一
巻
、
立
教
学
院
、
一
九
九
六
年
）
六
四
～
六
六
頁
。

（
43
）	

前
島
潔
「
大
日
本
帝
国
の
本
質
と
其
の
使
命
」（『
基
督
教
週
報
』
第
七
五

巻
第
九
号
～
第
一
六
号
、
一
九
三
七
年
一
一
月
五
日
～
一
二
月
二
四
日
）。

詳
し
く
は
、
安
達
宏
昭
「
戦
時
動
員
体
制
の
形
成
と
立
教
中
学
校
」（『
立
教

学
院
史
研
究
』
第
二
号
、
二
〇
〇
四
年
）
を
参
照
。

（
44
）	

国
民
精
神
総
動
員
運
動
に
つ
い
て
の
最
近
の
研
究
と
し
て
は
、
荒
川
章
二

「
国
民
精
神
総
動
員
と
大
政
翼
賛
運
動
」（
由
井
正
臣
編
『
近
代
日
本
の
軌
跡

5　

太
平
洋
戦
争
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
年
）
を
挙
げ
て
お
く
。

（
45
）	

「
国
民
精
神
総
動
員
道
府
県
活
動
概
況
」（
吉
田
裕
・
吉
見
義
明
編
『
日
中

戦
争
期
の
国
民
動
員　

資
料
日
本
現
代
史
』
第
一
〇
巻
、
大
月
書
店
、
一
九

八
四
年
）
一
一
九
頁
。

（
46
）	

「
昭
和
一
三
年
度
に
於
け
る
国
民
精
神
総
動
員
実
施
の
基
本
方
策
」（
前
掲

『
日
中
戦
争
期
の
国
民
動
員　

資
料
日
本
現
代
史
』
第
一
〇
巻
、
七
四
頁
。

（
47
）	

前
掲
「
国
民
精
神
総
動
員
道
府
県
活
動
概
況
」
一
一
九
頁
。

（
48
）	

『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九

五
六
年
）
一
九
一
～
一
九
三
頁
。

（
49
）	

一
九
四
一
年
三
月
一
四
日
付
文
部
次
官
発
東
京
府
知
事
宛
通
牒
「
中
等
学

校
ニ
於
ケ
ル
修
練
組
織
ニ
関
ス
ル
件
」（「
防
空
其
の
他
に
関
す
る
書
類
」
所

収
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。
な
お
、
学
校
報
国

団
・
報
国
隊
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
寺
﨑
昌
男
・
戦
時
下
教
育
研
究
会
編

『
総
力
戦
体
制
と
教
育
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
七
年
）
の
第
三
章
第

二
節
「
中
等
諸
学
校
」（
米
田
俊
彦
執
筆
）
を
参
照
し
た
。

（
50
）	

一
九
四
一
年
四
月
一
五
日
付
東
京
府
学
務
部
長
発
各
中
等
学
校
長
宛
通
牒
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「
学
校
報
国
団
ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲
「
防
空
其
の
他
に
関
す
る
書
類
」
所
収
）。

（
51
）	

「
教
務
日
誌　

一
（
昭
和
十
五
年
四
月
起　

立
教
中
学
校
）」（
立
教
池
袋
中

学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。

（
52
）	
一
九
四
一
年
四
月
二
八
日
付
立
教
中
学
校
長
帆
足
秀
三
郎
発
東
京
府
学
務

部
長
宛
「〔
本
校
報
国
団
々
則
申
請
の
件
〕」（「
昭
和
十
六
年
度　

報
告
書
類
」

所
収
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。

（
53
）	

前
掲
「
教
務
日
誌　

一
（
昭
和
十
五
年
四
月
起　

立
教
中
学
校
）」。
前
掲

「
学
校
市
諸
記
録
」。

（
54
）	

前
掲
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』
一
七
一
頁
。
こ
こ
で
も
「
も
は
や
立

教
中
学
校
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、
全
体
主
義
的
な
組
織
に
組
み
込
ま
れ
た

も
の
で
あ
っ
た
」
と
評
価
し
て
い
る
。

（
55
）	

「
立
教
中
学
校
報
国
団
々
則
」（
前
掲
「
防
空
其
の
他
に
関
す
る
書
類
」
所

収
）。

（
56
）	

『
い
し
ず
ゑ
』（
第
三
九
号
、
立
教
中
学
校
報
国
団
、
一
九
四
一
年
）
一
頁
。

（
57
）	

昭
和
一
六
年
文
部
省
訓
令
「
学
校
報
国
団
確
立
方
」（
前
掲
『
近
代
日
本
教

育
制
度
史
料
』
第
七
巻
）
一
九
四
頁
。

（
58
）	

一
九
四
一
年
八
月
一
三
日
付
東
京
府
学
務
部
長
発
各
中
等
学
校
長
宛
通
牒

「
学
校
報
国
団
ノ
隊
組
織
確
立
並
其
ノ
活
動
ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲
「
防
空
其

の
他
に
関
す
る
書
類
」
所
収
）。

（
59
）	

同
右
。

（
60
）	

一
九
四
一
年
八
月
二
五
日
付
「
学
校
報
国
団
ノ
隊
組
織
中
ニ
於
ケ
ル
特
技

隊
員
、
特
別
警
備
隊
員
、
勤
労
用
具
等
ノ
件
報
告
」（
前
掲
「
防
空
其
の
他
に

関
す
る
書
類
」
所
収
）。

（
61
）	

学
校
報
国
隊
と
し
て
の
最
初
の
勤
労
作
業
は
、
一
月
二
九
日
で
、「
本
日

ヨ
リ　

五
年
全
員　

国
民
勤
労
報
国
隊
出
勤
令
書
ニ
ヨ
リ　

午
前
七
時
半
、

赤
羽
駅
前
（
東
口
）
集
合
、
板
橋
区
志
村
西
台
町
空
地
利
用
協
会
荒
川
農
場

ニ
於
テ
午
前
九
時
ヨ
リ
午
後
四
時
マ
デ
開
墾
整
地
等
ノ
作
業
ニ
従
事
ス
」
と

前
掲
「
教
務
日
誌　

一
（
昭
和
十
五
年
四
月
起
、
立
教
中
学
校
）」
に
は
記

載
さ
れ
て
い
る
。

（
62
）	

前
掲
「
国
民
精
神
総
動
員
と
大
政
翼
賛
運
動
」。

（
63
）	

関
口
隆
克
「
中
等
学
校
の
修
練
組
織
に
つ
い
て
」（『
帝
国
教
育
』
第
七
五

二
号
、
一
九
四
一
年
六
月
）。
な
お
関
口
は
文
部
省
普
通
学
務
局
中
等
教
育

課
修
練
組
織
係
で
、
こ
の
論
説
は
解
説
に
あ
た
る
内
容
で
あ
る
。

（
64
）	

こ
の
時
期
に
、
経
済
統
制
を
担
う
た
め
に
重
要
産
業
ご
と
に
統
制
会
が
設

立
さ
れ
た
が
、
こ
の
統
制
会
も
「
指
導
者
原
理
」
を
採
用
し
、
会
長
の
人
事

権
や
意
思
決
定
権
を
強
化
し
、「
一
元
的
に
強
力
適
正
な
事
業
の
遂
行
」
を

図
ら
せ
よ
う
と
し
た
（
商
工
省
「
統
制
会
の
進
展
」
情
報
局
編
輯
『
週
報
』

第
三
〇
五
号
、
一
九
四
二
年
八
月
一
二
日
号
、
一
三
～
一
九
頁
）。

（
65
）	

前
掲
「
中
等
学
校
の
修
練
組
織
に
つ
い
て
」。

（
66
）	

坂
西
公
一
「
戦
争
時
代
の
立
教
中
学
生
と
世
相
」（『
チ
ャ
ペ
ル
ニ
ュ
ー
ス
』

第
五
〇
六
号
、
二
〇
〇
三
年
六
月
号
）
一
一
頁
。

（
67
）	

以
後
、「
教
務
日
誌
」
か
ら
の
引
用
で
は
、
原
則
と
し
て
は
出
典
を
挙
げ

ず
、
日
付
と
「
」
の
み
で
示
す
こ
と
と
す
る
。

（
68
）	

永
井
均
・
豊
田
雅
幸
「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
に
関
す
る
若
干

の
考
察
」（
前
掲
『
立
教
学
院
史
研
究
』
創
刊
号
）、
倉
田
赳
・
鵜
川
馨

「
チ
ャ
ペ
ル
閉
鎖
の
件
」（『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
資
料
編
第
一
巻
）
六

二
五
頁
。

（
69
）	
前
掲
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』
三
八
三
頁
。

（
70
）	

一
九
四
三
年
一
〇
月
三
日
付
立
教
中
学
校
長
帆
足
秀
三
郎
発
東
部
第
六
二

部
隊
長
宛
「〔
学
校
概
況
報
告
〕」（「
報
告
書
類　

昭
和
十
八
年
度
」
所
収
、
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立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。

（
71
）	

一
二
月
の
講
演
会
の
記
録
は
「
教
務
日
誌　

二　

昭
和
十
七
年
十
一
月
一

日　

立
教
中
学
校
」（
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）
に
依
っ

た
。
報
国
団
の
予
算
で
も
一
九
四
二
年
度
決
算
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
予

算
を
す
べ
て
使
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
年
次
途
中
で
急
遽
廃
止
に
な
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
（『
い
し
ず
ゑ
』
第
四
一
号
、
立
教
中
学
校
報
国
団
、

一
九
四
四
年
）
一
八
頁
。

（
72
）	

前
掲
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』
六
一
～
六
六
頁
。

（
73
）	

前
掲
「〔
学
校
概
況
報
告
〕」。

（
74
）	

伊
藤
俊
太
郎
「
嵐
と
動
乱
」（『
立
教
の
あ
ゆ
み
』
立
教
中
学
校
、
一
九
六

三
年
）。
の
ち
に
、
前
掲
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』
五
〇
八
頁
に
所
収
。

（
75
）	

前
掲
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』
二
〇
七
頁
。

（
76
）	

前
掲
『
立
教
学
院
八
十
五
年
史
』
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
配
属
将
校
の
攻

撃
に
対
し
て
、
前
島
は
、「
学
校
に
累
を
及
ぼ
さ
ぬ
為
と
て
辞
任
し
た
が
、

当
時
教
会
方
面
も
圧
迫
の
中
に
在
っ
て
道
が
塞
が
れ
て
い
た
の
で
、
其
持
説

を
某
文
化
施
設
に
持
込
ん
で
い
た
。
軍
部
の
圧
迫
は
そ
こ
に
も
及
び
、
師
は

心
身
過
労
で
痩
衰
え
、
持
病
昂
じ
て
遂
に
昭
和
十
九
年
一
月
信
州
の
郷
里
へ

保
養
に
向
い
其
途
次
不
帰
の
客
と
な
っ
た
」
と
記
述
し
て
い
る
。
し
か
し
、

立
教
中
学
校
の
複
数
の
史
料
お
よ
び
学
院
の
記
録
に
は
、
そ
の
一
月
一
九
日

の
死
去
ま
で
在
職
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
例
え
ば
、
一
月
二
六
日
付
学

院
理
事
長
発
東
京
都
長
官
宛
「
教
員
死
亡
報
告
」
前
掲
「
報
告
書
類　

昭
和

十
八
年
度
」
所
収
）。
な
お
一
九
四
三
年
度
は
、
前
島
は
歴
史
（
二
年
生
東

洋
史
等
）
を
担
当
し
て
い
た
が
、
第
二
学
期
の
半
ば
（
秋
頃
）
か
ら
担
当
を

は
ず
れ
た
と
い
う
（
当
時
、
中
学
二
年
生
で
あ
っ
た
伊
藤
俊
太
郎
氏
へ
の
電

話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
二
〇
〇
五
年
七
月
一
二
日
）。
ま
た
、
一
九
四
三
年
七

月
ご
ろ
か
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
「
南
方
特
別
留
学
生
」
の
う
ち
警
察
隊

学
生
が
寄
宿
し
た
「
比
律
賓
協
会
比
島
学
生
寮
（
淀
橋
区
東
大
久
保
）」
の

「
寮
監
」
と
し
て
指
導
に
当
た
っ
て
い
た
（
レ
オ
カ
デ
ィ
オ
・
デ
ア
シ
ス
著
、

高
橋
彰
編
訳
『
南
方
特
別
留
学
生
ト
ウ
キ
ョ
ウ
日
記
』
秀
英
書
房
、
一
九
八

二
年
）。
こ
の
『
日
記
』
の
解
説
で
あ
る
高
橋
彰
「
第
二
次
大
戦
下
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
と
南
方
特
別
留
学
生
」
で
は
、「
四
、
戦
争
と
司
祭
と
フ
ィ
リ
ピ
ン

と
―
前
島
潔
師
の
こ
と
―
」
と
し
て
詳
し
く
取
り
あ
げ
て
い
て
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
に
対
す
る
関
心
を
持
っ
た
理
由
な
ど
が
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
中
学
校
と

の
関
係
な
ど
不
明
の
点
が
多
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
77
）	

前
掲
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』
一
七
九
～
一
八
〇
頁
。
小
木
鉄
彦

『
愛
行
』（
日
本
聖
公
会
出
版
事
業
部
、
一
九
六
九
年
）
三
八
五
～
三
八
六
頁
。

（
78
）	

「
縣
康
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
」（
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。
な
お
、

こ
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
前
掲
「
立
教
学
院
関
係
者
の
出
征
と
戦
没
に
関
す

る
若
干
の
考
察
」
を
参
照
し
た
。

（
79
）	

「
遠
山
郁
三
日
誌
」
一
九
四
二
年
九
月
二
五
日
条
（『
遠
山
郁
三
日
誌
』
三

三
三
頁
）。

（
80
）	

伊
藤
俊
太
郎
「
立
教
中
学
校
二
十
世
紀　

七
、
十
字
架
と
銃
剣
と
」（『
い

し
ず
え
』
第
三
六
号
、
一
九
八
七
年
）
四
八
～
四
九
頁
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、

当
時
の
教
練
教
師
で
あ
っ
た
村
田
一
也
氏
の
証
言
を
挙
げ
て
い
る
。
た
ま
た

ま
佐
藤
正
義
が
立
教
大
学
の
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
学
で
の
排
撃
運

動
に
関
与
し
よ
う
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
81
）	
一
九
四
三
年
一
月
二
〇
日
付
勅
令
第
三
六
号
「
中
等
学
校
令
」（『
近
代
日

本
教
育
制
度
史
料
』
第
二
巻
、
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九
六
一
年
）
四

九
〇
～
四
九
三
頁
。

（
82
）	

一
九
四
三
年
三
月
二
五
日
付
文
部
省
訓
令
第
二
号
「
中
等
学
校
教
科
教
授
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及
修
練
指
導
要
目
」（
前
掲
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
二
巻
）
五
七
五

頁
。
な
お
、
修
練
の
新
設
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
総
力
戦
体
制
と
教
育
』
一

三
一
～
一
三
五
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
83
）	
前
掲
「
教
務
日
誌　

二　

昭
和
十
七
年
十
一
月
一
日　

立
教
中
学
校
」。

（
84
）	
「
昭
和
十
八
年
度
課
程
表
、
担
任
学
科
目
及
時
間
表
、
教
科
用
書
配
当
表
、

教
科
用
書
要
覧
」（
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。
な
お
、

前
述
の
指
導
要
目
で
は
、「
定
時
ノ
修
練
」
は
週
三
時
間
と
し
て
い
る
。

（
85
）	

一
九
四
三
年
二
月
二
五
日
付
立
教
学
院
理
事
長
松
崎
半
三
郎
発
橋〔
マ
マ
〕本
邦
彦

文
部
大
臣
宛
「
授
業
料
増
額
徴
収
認
可
ノ
件
申
請
」（「
報
告
書
類　

昭
和
十

七
年
度
」
所
収
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。

（
86
）	

前
掲
「
嵐
と
動
乱
」。

（
87
）	

前
掲
『
い
し
ず
ゑ
』
第
四
一
号
、
一
九
頁
。

（
88
）	

前
掲
『
愛
行
』
三
八
四
頁
。

（
89
）	

前
掲
『
い
し
ず
ゑ
』
第
四
一
号
、
一
九
頁
。
お
よ
び
前
掲
「〔
学
校
概
況

報
告
〕」。

（
90
）	

前
掲
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』
一
七
七
頁
。
ま
た
、
こ
れ
が
第
二
学

期
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
は
、
当
時
、
二
年
生
で
あ
っ
た
伊
藤
俊
太
郎
氏
へ
の

電
話
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
確
認
し
た
（
二
〇
〇
五
年
七
月
一
二
日
）。

（
91
）	

一
九
四
四
年
三
月
二
五
日
付
立
教
中
学
校
長
帆
足
秀
三
郎
発
東
京
都
教
育

局
長
・
民
生
局
長
宛
報
告
「
中
等
学
校
ニ
於
ケ
ル
軍
人
援
護
教
育
実
施
状
況

調
書
ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲
「〔
学
校
概
況
報
告
〕」
所
収
）。

（
92
）	

こ
の
「
区
隊
訓
練
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』

一
七
七
～
一
七
八
頁
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
こ
の
訓
練
の
開
始
時
期
に
つ

い
て
、
ま
た
体
育
鍛
錬
大
会
で
の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
俊
太
郎
氏

へ
の
電
話
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
確
認
し
た
（
二
〇
〇
五
年
七
月
一
二
日
）。

（
93
）	

前
掲
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』
一
七
八
頁
。

（
94
）	

前
掲
「
教
務
日
誌　

二　

昭
和
十
七
年
十
一
月
一
日　

立
教
中
学
校
」
一

九
四
三
年
九
月
一
七
日
条
。

（
95
）	

前
掲
「
教
務
日
誌　

二　

昭
和
十
七
年
十
一
月
一
日　

立
教
中
学
校
」
に

は
、
以
下
の
記
述
が
あ
る
。「
九
月
十
七
日
（
金
）
曇　

十
五
時
職
員
会
議

（
会
議
室
）
一
、
区
隊
訓
練
実
施
決
定　

九
月
廿
二
日
朝
礼
奉
読
式
ノ
時
区

隊
長
副
区
隊
長
任
命
（
中
略
）
九
月
二
十
二
日
（
水
）
快
晴　

朝
礼
時
、
青

少
年
学
徒
ニ
賜
リ
タ
ル
勅
語
奉
読
式
、
区
隊
長
副
区
隊
長
任
命
、
腕
章
交
付
、

ナ
ホ
残
レ
ル
腕
章
各
一
揃
ヒ
（
区
隊
長
四
個
、
副
区
隊
長
四
個
）
ハ
事
務
所

ニ
保
管
ス
」。

（
96
）	

前
掲
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』
一
七
八
頁
。

（
97
）	

前
掲
「
教
務
日
誌　

二　

昭
和
十
七
年
十
一
月
一
日　

立
教
中
学
校
」。

（
98
）	

前
掲
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』
一
七
九
頁
。

（
99
）	

「
座
談
会　

立
教
を
語
る
」（
前
掲
『
立
教
の
あ
ゆ
み
』
一
一
四
頁
）。
前
掲

「
立
教
中
学
校
二
十
世
紀　

七
、
十
字
架
と
銃
剣
と
」
四
一
頁
。

（
100
）	

前
掲
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』
一
七
七
～
一
七
八
頁
。

（
101
）	

矢
木
孝
治
（
文
部
省
視
学
委
員
、
陸
軍
中
佐
）「
学
校
教
練
に
就
て
」（『
文

部
時
報
』
第
七
九
六
号
、
一
九
四
三
年
八
月
二
五
日
）。

（
102
）	

前
掲
「
中
等
学
校
教
科
教
授
及
修
練
指
導
要
目
」（
前
掲
『
近
代
日
本
教
育

制
度
史
料
』
第
二
巻
）
五
〇
八
～
五
七
七
頁
。

（
103
）	

前
掲
「
学
校
教
練
に
就
て
」。
な
お
、
こ
れ
ら
の
事
例
が
、
ど
の
よ
う
な

形
で
ど
の
程
度
で
唱
え
て
い
た
か
は
は
っ
き
り
せ
ず
、
立
教
中
学
校
と
同
じ

で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

（
104
）	

閣
議
決
定
「
学
徒
戦
時
動
員
体
制
確
立
要
綱
」
一
九
四
三
年
六
月
二
五
日

（
前
掲
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
）
二
二
～
二
六
頁
。
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（
105
）	

「
河
田
少
将
」
と
は
河
田
槌
太
郎
少
将
（
陸
士
二
三
期
、
の
ち
中
将
）
の

こ
と
で
、
一
九
四
三
年
六
月
か
ら
近
衛
第
二
師
団
兵
務
部
長
で
あ
っ
た
（
外

山
操
編
『
陸
海
軍
将
官
人
事
総
覧
（
陸
軍
編
）』
芙
蓉
書
房
、
一
九
八
一
年
）

二
九
六
頁
。

（
106
）	

前
掲
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』
一
八
〇
～
一
八
一
頁
。

（
107
）	

前
掲
「〔
学
校
概
況
報
告
〕」。

（
108
）	

「
脱
会
届
」（「
昭
和
十
八
年
度　

官
公
往
復
文
書
」
立
教
池
袋
中
学
校
・
高

等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。

（
109
）	

前
掲
「
教
務
日
誌　

二　

昭
和
十
七
年
十
一
月
一
日　

立
教
中
学
校
」
に

よ
れ
ば
、
九
月
二
七
日
、
二
八
日
、
一
一
月
二
五
日
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
教
員
に
よ
る
軍
関
係
学
校
受
験
志
願
の
勧
誘
に
つ
い
て
は
、
前
掲

「
立
教
中
学
校
二
十
世
紀　

七
、
十
字
架
と
銃
剣
と
」
四
四
～
四
七
頁
。

（
110
）	

河
田
の
視
察
と
錬
成
強
化
と
の
明
確
な
関
連
を
示
す
史
料
は
存
在
し
な
い

が
、
時
期
的
に
符
号
す
る
た
め
、
関
連
性
を
推
論
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
111
）	

伊
藤
俊
太
郎
氏
へ
の
電
話
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー（
二
〇
〇
五
年
七
月
一
二
日
）。

（
112
）	

前
掲
「
教
務
日
誌　

二　

昭
和
十
七
年
十
一
月
一
日　

立
教
中
学
校
」
に

は
一
月
一
二
日
に
「
朝
礼
時
、
前
任
教
官
柳
田
大
尉
新
任
高
橋
大
佐
交
迭
ニ

ツ
キ
紹
介
ア
リ
分
列
式
ヲ
行
フ
」
と
あ
る
。

（
113
）	

福
嶋
寛
之
「『
教
育
』
の
戦
時
―
学
徒
勤
労
動
員
と
教
育
の
存
亡
―
」（『
史

学
雑
誌
』
第
一
一
四
編
第
三
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
二
六
頁
。

（
114
）	

「
生
徒
勤
労
動
員
報
告
（
自
昭
和
十
八
年
四
月
至
同
十
一
月
）」（
前
掲
「
報

告
書
類　

昭
和
十
八
年
度
」
所
収
）、
こ
れ
は
一
九
四
三
年
一
二
月
一
七
日

付
東
京
都
教
育
局
長
発
各
中
等
学
校
長
宛
「
学
徒
勤
労
動
員
調
査
ニ
関
ス
ル

件
」（
前
掲
「
報
告
書
類　

昭
和
十
八
年
度
」
所
収
）
に
対
す
る
立
教
中
学
校

の
回
答
書
で
あ
る
。
前
掲
「
教
務
日
誌　

二　

昭
和
十
七
年
十
一
月
一
日　

立
教
中
学
校
」
を
参
照
。

（
115
）	

日
本
放
送
協
会
編
『
文
部
省
中
学
校
教
育
内
容
ニ
関
ス
ル
臨
時
措
置
要
綱

解
説
』（
日
本
放
送
協
会
出
版
会
、
一
九
四
四
年
五
月
）。

（
116
）	

前
掲
「
教
務
日
誌　

二　

昭
和
十
七
年
十
一
月
一
日　

立
教
中
学
校
」。

（
117
）	

「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
ニ
基
ク
学
徒
動
員
実
施
要
綱
ニ
依
ル
学
校
別
学
徒

動
員
基
準
」（
前
掲
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
）
三
〇
～
三
三
頁
。

（
118
）	

齊
藤
勉
『
東
京
都
学
徒
勤
労
動
員
の
研
究
』（
の
ん
ぶ
る
舎
、
一
九
九
九

年
）
四
六
～
五
二
頁
。

（
119
）	

同
右
、
五
八
～
六
五
頁
。

（
120
）	

同
右
、
六
六
～
六
八
頁
。
な
お
、
同
書
で
は
、
立
教
中
学
校
の
動
員
に
つ

い
て
、
個
別
に
記
述
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
同
書
が
明
ら
か
に
し
て
い

る
動
員
の
状
況
や
特
徴
と
照
合
す
る
こ
と
で
、
立
教
中
学
校
の
動
員
を
東
京

都
の
中
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

（
121
）	

一
九
四
四
年
七
月
一
七
日
付
立
教
中
学
校
校
長
帆
足
秀
三
郎
発
東
京
師
団

兵
務
部
長
宛
「
学
徒
勤
労
動
員
状
況
調
報
告
」（「
報
告
書
類　

昭
和
十
九
年

度
」
所
収
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。

（
122
）	

前
掲
『
東
京
都
学
徒
勤
労
動
員
の
研
究
』
八
二
～
八
三
頁
。

（
123
）	

「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
ニ
基
ク
中
等
学
校
教
育
内
容
ニ
関
ス
ル
措
置
要
綱

ノ
件
」（
前
掲
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
）
二
五
一
頁
。
な
お
、

こ
の
「
要
綱
」
は
旧
制
立
教
中
学
校
資
料
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
一

九
四
四
年
五
月
一
五
日
付
東
京
都
教
育
局
長
発
管
下
公
私
立
中
等
学
校
長

（
認
指
定
各
種
学
校
モ
含
ム
）
宛
「
決
戦
非
常
措
置
要〔
マ
マ
〕項
ニ
基
ク
中
等
学
校

教
育
内
容
ニ
関
ス
ル
措
置
要
綱
実
施
基
準
並
ニ
生
徒
ノ
成
績
評
定
基
準
ニ
関

ス
ル
件
」（「
昭
和
十
九
年
五
月
十
五
日
以
降　

諸
通
達
綴　

第
一
巻
」（
以
下

「
諸
通
達
綴　

第
一
巻
」
と
略
称
）
所
収
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
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史
料
室
所
蔵
）
に
は
、
四
月
七
日
付
教
二
収
二
六
〇
二
号
を
も
っ
て
通
達
し

た
と
の
記
載
が
あ
る
。

（
124
）	

前
掲
「
決
戦
非
常
措
置
要〔
マ
マ
〕項

ニ
基
ク
中
等
学
校
教
育
内
容
ニ
関
ス
ル
措
置

要
綱
実
施
基
準
並
ニ
生
徒
ノ
成
績
評
定
基
準
ニ
関
ス
ル
件
」。

（
125
）	
一
九
四
四
年
五
月
二
〇
日
付
東
京
都
教
育
局
長
・
警
視
庁
保
安
部
長
発
各

中
等
学
校
長
・
関
係
各
種
学
校
長
・
関
係
青
年
学
校
長
宛
「
学
徒
勤
労
動
員

実
施
要
領
並
ニ
工
場
事
業
場
等
学
徒
勤
労
動
員
受
入
側
及
学
校
側
措
置
要
綱

ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲
「
諸
通
達
綴　

第
一
巻
」
所
収
）。

（
126
）	

一
九
四
四
年
五
月
一
四
日
付
東
京
都
教
育
局
長
発
関
係
中
等
学
校
長
宛

「
学
徒
勤
労
動
員
現
場
指
導
監
督
者
錬
成
講
習
会
開
催
ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲

「
諸
通
達
綴　

第
一
巻
」
所
収
）。

（
127
）	

一
九
四
四
年
五
月
一
六
日
付
東
京
都
教
育
局
長
発
中
等
学
校
長
・
各
種
学

校
長
宛
「
学
徒
勤
労
動
員
現
場
指
導
監
督
者
講
習
会
ニ
関
ス
ル
件
」（「
官
公

往
復
文
書　

昭
和
十
九
年
度
」
所
収
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料

室
所
蔵
）。

（
128
）	

前
掲
「
教
務
日
誌　

二　

昭
和
十
七
年
十
一
月
一
日　

立
教
中
学
校
」
一

九
四
四
年
六
月
二
四
日
条
。

（
129
）	

前
掲
「
教
務
日
誌　

二　

昭
和
十
七
年
十
一
月
一
日　

立
教
中
学
校
」
一

九
四
四
年
六
月
二
六
日
条
欄
外
。

（
130
）	

前
掲
『
東
京
都
学
徒
勤
労
動
員
の
研
究
』
六
〇
～
六
一
頁
。

（
131
）	

東
京
都
教
育
局
局
長
発
関
係
学
校
長
宛
「
工
場
事
業
場
等
ニ
於
ケ
ル
学
徒

ノ
勤
労
ニ
対
ス
ル
報
償
経
理
ニ
関
ス
ル
件
」（「
学
徒
報
償
金
ニ
関
ス
ル
文
書
」

所
収
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。
こ
の
文
書
に
は
、

日
付
が
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
文
書
収
発
番
号
か
ら
教
総
発
の
二
〇
番
台
は
、

七
月
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
、
そ
の
後
七
月
に
な
さ
れ
た
立
教
中

学
校
か
ら
の
報
告
と
の
対
応
関
係
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
七
月
中
旬

に
発
せ
ら
れ
た
文
書
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
132
）	

一
九
四
四
年
七
月
二
八
日
付
立
教
中
学
校
長
帆
足
秀
三
郎
発
東
京
都
教
育

局
総
務
課
宛
「
学
徒
ノ
勤
労
ニ
対
ス
ル
報
償
経
理
ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲
「
学

徒
報
奨
金
ニ
関
ス
ル
文
書
」
所
収
）。

（
133
）	

勅
令
第
五
一
八
号
「
学
徒
勤
労
令
」（
前
掲
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』

第
七
巻
）
九
三
頁
。

（
134
）	

山
本
哲
生
「『
学
徒
勤
労
令
』
公
布
前
後
の
学
徒
勤
労
動
員
」（『
日
本
大
学

教
育
制
度
研
究
所
紀
要
』
第
二
五
集
、
一
九
九
四
年
）。

（
135
）	

九
月
九
日
に
東
京
都
教
育
局
長
、
警
視
庁
勤
労
部
長
連
名
で
通
達
さ
れ
た

「
工
場
事
業
場
等
学
徒
勤
労
動
員
ノ
報
償
取
扱
細
目
ニ
関
ス
ル
件
」
の
別
紙

「
工
場
事
業
場
等
学
徒
勤
労
動
員
ノ
報
償
取
扱
細
目
」（
前
掲
「
学
徒
報
償
金

ニ
関
ス
ル
文
書
」
所
収
）。

（
136
）	

七
月
に
東
京
都
が
通
達
し
た
注
（
131
）
の
「
工
場
事
業
場
等
ニ
於
ケ
ル
学

徒
ノ
勤
労
ニ
対
ス
ル
報
償
経
理
ニ
関
ス
ル
件
」
の
通
達
で
は
、
中
学
校
生
徒

に
対
す
る
交
付
金
を
二
五
円
と
し
て
い
た
。
す
で
に
「
学
徒
勤
労
令
」
の
骨

格
は
六
月
上
旬
に
は
定
ま
っ
て
い
た
が
、
各
省
と
の
交
渉
で
閣
議
決
定
や
交

付
が
八
月
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
（
山
本
哲
生
「
学
徒
勤
労
令
関
係
資
料
」『
日

本
大
学
精
神
文
化
研
究
所
・
教
育
制
度
研
究
所
紀
要
』
第
九
集
、
一
九
七
八

年
）、
報
償
に
つ
い
て
も
原
案
は
六
月
中
に
は
で
き
あ
が
っ
て
お
り
、
暫
定

的
に
そ
の
原
案
の
提
示
と
指
導
が
東
京
都
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

（
137
）	
一
九
四
四
年
九
月
九
日
付
東
京
都
教
育
局
長
・
警
視
庁
勤
労
部
長
発
関
係

学
校
長
・
関
係
工
場
事
業
代
表
者
等
宛
「
工
場
事
業
場
等
学
徒
勤
労
動
員
ノ

報
償
取
扱
細
目
ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲
「
学
徒
報
償
金
ニ
関
ス
ル
文
書
」
所
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収
）。

（
138
）	

「
航
空
機
緊
急
増
産
ニ
関
ス
ル
非
常
措
置
ノ
件
ヲ
定
ム
」
一
九
四
四
年
七

月
一
一
日
（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.A
14101245900

「
公
文
類
聚
・
第
六
十
八
編
・
昭
和
十
九
年
・
第
七
十
九
巻
・
産
業
・
工
事
」

所
収
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
139
）	

一
九
四
四
年
七
月
一
九
日
付
文
部
次
官
・
厚
生
次
官
・
軍
需
次
官
発
各
地

方
長
官
・
軍
需
管
理
部
長
宛
「
学
徒
勤
労
ノ
徹
底
教
化
ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲

『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
）
八
五
頁
。

（
140
）	

「
学
徒
勤
労
ノ
徹
底
教
化
ニ
関
ス
ル
件
」
に
つ
い
て
は
一
九
四
四
年
八
月

四
日
付
教
総
収
第
六
二
〇
号
通
牒
に
よ
っ
て
指
示
さ
れ
た
こ
と
が
、
一
九
四

四
年
九
月
四
日
付
東
京
都
教
育
局
長
発
管
下
公
私
立
中
等
学
校
長
宛
「
学
徒

勤
労
ノ
徹
底
強
化
ニ
伴
フ
工
場
事
業
場
等
ニ
於
ケ
ル
中
等
学
校
教
育
ニ
関
ス

ル
件
」（
前
掲
「
諸
通
達
綴　

第
一
巻
」
所
収
）
に
お
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
141
）	

一
九
四
四
年
八
月
一
〇
日
付
国
民
教
育
局
長
発
各
地
方
長
官
宛
「
学
徒
勤

労
ノ
徹
底
強
化
ニ
伴
フ
工
場
事
業
場
等
ニ
於
ケ
ル
中
等
学
校
教
育
ニ
関
ス
ル

件
」（
前
掲
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
）
九
一
頁
。

（
142
）	

前
掲
「
学
徒
勤
労
ノ
徹
底
強
化
ニ
伴
フ
工
場
事
業
場
等
ニ
於
ケ
ル
中
等
学

校
教
育
ニ
関
ス
ル
件
。

（
143
）	

同
右
。

（
144
）	

前
掲
「
学
徒
勤
労
動
員
状
況
調
報
告
」。

（
145
）	

「
立
教
中
学
校
二
十
世
紀　

八　

嵐
と
動
乱
の
中
で
」（『
い
し
ず
え
』
第
三

七
号
、
一
九
八
八
年
、
二
七
頁
）
に
よ
れ
ば
、
軍
需
省
は
電
力
不
足
を
き
た

さ
な
い
よ
う
に
休
日
を
分
散
し
、
曜
日
を
変
え
て
月
四
回
設
定
し
た
と
い
う
。

そ
の
う
ち
二
回
を
登
校
日
に
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
146
）	

「
教
務
日
誌　

其
三　

昭
和
十
九
年
七
月
起　

立
教
中
学
校
」（
立
教
池
袋

中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）
の
一
九
四
四
年
九
月
一
三
、
一
四
、
一

五
、
二
六
、
二
七
、
二
九
日
の
記
載
事
項
を
は
じ
め
と
し
て
、
当
該
学
年
ク

ラ
ス
の
登
校
日
か
ら
確
認
で
き
る
。

（
147
）	

前
掲
「
学
徒
勤
労
動
員
状
況
調
報
告
」
に
は
、
両
学
年
と
も
に
九
月
三
〇

日
ま
で
の
動
員
予
定
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。

（
148
）	

一
九
四
四
年
九
月
二
五
日
付
東
京
都
教
育
局
長
発
各
関
係
学
校
長
宛
「
学

徒
継
続
出
動
ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲
「
諸
通
達
綴　

第
一
巻
」
所
収
）。

（
149
）	

齊
藤
勉
は
九
月
二
五
日
付
東
京
都
教
育
局
長
発
各
関
係
学
校
長
宛
「
学
徒

継
続
出
動
ニ
関
ス
ル
件
」
の
文
書
を
掲
載
し
、
東
京
都
の
各
学
校
の
出
動
期

間
が
九
月
三
〇
日
ま
で
だ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
が
（
前
掲
『
東
京
都
学
徒

勤
労
動
員
の
研
究
』
三
七
〇
～
三
七
一
頁
）、
立
教
中
学
校
側
の
七
月
「
学

徒
勤
労
動
員
状
況
調
報
告
」
に
は
九
月
末
ま
で
の
予
定
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
の
確
認
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

（
150
）	

同
右
、
三
八
一
頁
。

（
151
）	

同
右
、
三
八
七
頁
。

（
152
）	

同
右
。

（
153
）	

同
右
、
八
〇
頁
。
た
だ
し
、
例
外
的
に
神
奈
川
県
の
川
崎
市
な
ど
の
工
場

に
動
員
さ
れ
た
事
例
も
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
生
徒
が
神
奈
川
県
か
ら
多

く
通
学
し
て
い
る
学
校
に
限
ら
れ
た
と
し
て
い
る
。

（
154
）	

こ
の
時
期
の
動
員
か
わ
か
ら
な
い
が
、
一
九
四
五
年
六
月
ご
ろ
に
は
中
央

工
業
へ
は
、
城
西
学
園
中
学
校
も
動
員
さ
れ
て
い
た
（「
川
口
部
隊
第
四
大

隊
編
成
表
」
前
掲
「
諸
通
達
綴　

第
一
巻
」
所
収
）。
と
も
に
豊
島
区
に
あ

り
、
新
倉
町
は
近
い
と
判
断
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
155
）	

前
掲
「
立
教
中
学
校
二
十
世
紀　

八　

嵐
と
動
乱
の
中
で
」
三
一
頁
。

（
156
）	

同
右
、
一
七
～
二
一
頁
。
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（
157
）	

前
掲
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』
一
九
三
～
一
九
五
頁
。

（
158
）	

前
掲
「
教
務
日
誌　

其
三　

昭
和
十
九
年
七
月
起　

立
教
中
学
校
」
一
九

四
四
年
一
一
月
一
日
条
、
二
日
、
六
日
の
条
。

（
159
）	
前
掲
「
立
教
中
学
校
二
十
世
紀　

八　

嵐
と
動
乱
の
中
で
」
三
三
頁
。

（
160
）	
前
掲
「
教
務
日
誌　

其
三　

昭
和
十
九
年
七
月
起　

立
教
中
学
校
」
一
九

四
四
年
一
二
月
一
一
～
一
五
日
の
条
。

（
161
）	

同
右
、
一
九
四
五
年
三
月
五
～
九
日
の
条
。

（
162
）	

同
右
、
三
月
一
二
日
に
採
点
報
告
が
あ
り
、
一
五
日
に
合
否
判
定
会
が
開

催
さ
れ
て
い
る
。

（
163
）	

「
新
規
中
学
卒
業
者
ノ
勤
労
動
員
継
続
ニ
関
ス
ル
措
置
要
綱
ヲ
定
ム
」

（JA
C

A
R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.A
14101240100

「
公
文
類

聚
・
第
六
十
八
編
・
昭
和
十
九
年
・
第
七
十
四
巻
・
学
事
二
・
国
民
学
校
・

雑
載
」
所
収
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）。

（
164
）	

一
九
四
四
年
一
二
月
一
四
日
付
東
京
都
教
育
局
長
発
管
下
中
等
学
校
長
宛

「
新
規
中
等
学
校
卒
業
者
ノ
勤
労
動
員
継
続
ニ
関
ス
ル
措
置
要
綱
ノ
件
」（
前

掲
「
諸
通
達
綴　

第
一
巻
」
所
収
）。

（
165
）	

一
九
四
五
年
三
月
一
〇
日
付
東
京
都
教
育
局
総
務
課
長
公
私
立
中
等
学
校

長
宛
「
中
等
学
校
卒
業
者
ノ
勤
労
動
員
継
続
ニ
伴
フ
附
設
課
程
進
学
者
見
込

数
ノ
報
告
ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲
「
学
徒
報
償
金
ニ
関
ス
ル
文
書
」
所
収
）。

（
166
）	

一
九
四
五
年
三
月
一
三
日
付
東
京
都
教
育
局
長
発
管
下
関
係
中
等
学
校
長

宛
「
新
規
中
等
学
校
卒
業
者
ノ
勤
労
動
員
継
続
ニ
伴
フ
附
設
課
程
ニ
関
ス
ル

件
」（
前
掲
「
学
徒
報
償
金
ニ
関
ス
ル
文
書
」
所
収
）。
こ
の
文
書
に
は
、「
新

規
中
等
学
校
卒
業
者
ノ
勤
労
動
員
継
続
ニ
伴
フ
附
設
課
程
設
置
ニ
関
ス
ル
措

置
要
綱
」
お
よ
び
「
新
規
中
等
学
校
卒
業
者
ノ
勤
労
動
員
継
続
ニ
伴
フ
附
設

課
程
進
学
者
ノ
報
償
等
ニ
関
ス
ル
要
綱
」
が
同
封
さ
れ
て
い
た
。

（
167
）	

一
九
四
五
年
三
月
二
三
日
付
東
京
都
教
育
局
長
発
管
下
関
係
中
等
学
校
長

宛
「
新
規
中
等
学
校
卒
業
者
ノ
勤
労
動
員
継
続
ニ
関
ス
ル
措
置
要
綱
ニ
伴
フ

上
級
学
校
入
学
者
ノ
取
扱
ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲
「
諸
通
達
綴　

第
一
巻
」
所

収
）。
こ
れ
は
、「『
新
規
中
等
学
校
卒
業
者
ノ
勤
労
動
員
継
続
ニ
関
ス
ル
措

置
要
綱
』
ニ
伴
フ
上
級
学
校
入
学
者
ノ
取
扱
ニ
関
ス
ル
件
」（「
本
邦
ニ
於
ケ

ル
教
育
制
度
並
状
況
関
係
雑
件 

第
五
巻 

２
．
自
昭
和
二
十
年
一
月 

至
昭
和

二
十
年
十
二
月
（
6
）『
新
規
中
等
学
校
卒
業
者
ノ
勤
労
動
員
継
続
ニ
関
ス
ル

措
置
要
綱
』
ニ
伴
フ
上
級
学
校
入
学
者
取
扱
ニ
関
ス
ル
件
」JA

C
A

R

（
ア
ジ

ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.B04011480700

「
本
邦
ニ
於
ケ
ル
教
育
制
度

並
状
況
関
係
雑
件 

第
五
巻
」（I-1-4-0-3_005

）、
外
務
省
外
交
史
料
館
所

蔵
）
を
伝
達
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
168
）	

前
掲
「
学
徒
勤
労
動
員
状
況
調
報
告
」。

（
169
）	

一
九
四
五
年
一
一
月
二
一
日
付
東
京
都
教
育
局
長
発
公
私
立
中
等
学
校
長

宛
「
学
校
要
覧
送
付
ニ
関
ス
ル
件
」
に
添
付
さ
れ
た
表
（「
報
告
書
類　

昭

和
二
十
年
度
」
所
収
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。

（
170
）	

前
掲
「
教
務
日
誌　

其
三　

昭
和
十
九
年
七
月
起　

立
教
中
学
校
」
に
は

「
午
前
九
時
、
附
設
課
入
学
式
。
学
校
長
ヨ
リ
訓
辞
ア
リ
」
と
あ
り
、
四
月

一
〇
日
に
行
な
わ
れ
た
新
一
年
生
の
入
学
式
と
は
別
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、

こ
の
附
設
課
の
生
徒
の
人
数
が
判
然
と
し
な
い
。

（
171
）	

前
掲
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』
六
〇
五
頁
。

（
172
）	

「
決
戦
教
育
措
置
要
綱
」（
前
掲
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
七
巻
）

二
七
三
頁
。

（
173
）	
一
九
四
五
年
四
月
六
日
付
東
京
都
教
育
局
長
発
各
公
私
立
中
等
学
校
長

（
認
指
定
各
種
学
校
ヲ
含
ム
）
宛
「
決
戦
教
育
措
置
要
綱
ニ
関
ス
ル
件
」（
前

掲
「
諸
通
達
綴　

第
一
巻
」
所
収
）。
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（
174
）	

前
掲
「
立
教
中
学
校
二
十
世
紀　

八　

嵐
と
動
乱
の
中
で
」
三
九
頁
。
従

来
の
月
額
七
円
五
〇
銭
か
ら
月
額
一
〇
円
に
増
額
の
認
可
申
請
を
二
月
に
行

な
っ
た
。
し
か
し
、
東
京
都
か
ら
は
可
否
の
回
答
が
な
か
っ
た
と
い
う
。

（
175
）	
一
九
四
五
年
五
月
一
一
日
付
東
京
都
教
育
局
長
警
視
庁
勤
労
部
長
発
関
係

各
学
校
長
・
関
係
各
工
場
事
業
場
代
表
者
宛
「
工
場
ニ
於
ケ
ル
学
徒
勤
労
刷

新
改
善
ニ
関
ス
ル
件
」
に
附
属
す
る
「
別
紙
」（
前
掲
「
諸
通
達
綴　

第
一

巻
」
所
収
）。

（
176
）	

同
右
。

（
177
）	

同
右
。

（
178
）	

一
九
四
五
年
五
月
二
一
日
付
東
京
都
教
育
局
長
・
警
視
庁
勤
労
部
長
発
各

国
民
勤
労
動
員
署
長
関
係
学
校
長
宛
「
工
場
罹
災
ニ
伴
フ
勤
労
学
徒
ノ
措
置

ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲
「
諸
通
達
綴　

第
一
巻
」
所
収
）。

（
179
）	

前
掲
『
立
教
中
学
校
一
〇
〇
年
史
』
六
〇
五
頁
。

（
180
）	

勅
令
第
三
二
〇
号
「
戦
時
教
育
令
」（
前
掲
『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』

第
七
巻
）
二
七
四
～
二
七
五
頁
。

（
181
）	

文
部
省
令
第
九
号
「
戦
時
教
育
令
施
行
細
則
」（
前
掲
『
近
代
日
本
教
育
制

度
史
料
』
第
七
巻
）
二
七
五
～
二
八
〇
頁
。

（
182
）	

勅
令
三
二
〇
号
「
戦
時
教
育
令
」、
一
九
四
五
年
五
月
二
二
日
付
文
部
省

訓
令
第
二
号
「〔
学
徒
隊
編
成
の
件
〕」（
前
掲
「
諸
通
達
綴　

第
一
巻
」
所

収
）。

（
183
）	

一
九
四
五
年
六
月
七
日
付
東
京
都
次
長
発
各
区
長
各
区
役
所
支
所
長
各
中

等
学
校
長
等
宛
「
学
徒
隊
編
成
ニ
関
ス
ル
件
依
命
通
牒
」（
前
掲
「
諸
通
達
綴　

第
一
巻
」
所
収
）。

（
184
）	

一
九
四
五
年
七
月
一
五
日
付
第
六
地
区
中
等
学
校
学
徒
隊
司
令
（
東
京
都

立
第
九
中
学
校
長
）
山
本
勘
助
発
東
京
都
学
徒
隊
本
部
長
東
京
都
教
育
局
長

清
水
虎
雄
宛
「
第
六
地
区
学
徒
隊
編
成
報
告
」（
前
掲
「
諸
通
達
綴　

第
一

巻
」
所
収
）。

（
185
）	

前
掲
「
川
口
部
隊
第
四
大
隊
編
成
表
」。

（
186
）	

一
九
四
五
年
四
月
末
日
の
「（
二
）
乙
号
表　

東
京
都
豊
島
区
私
立
立
教

中
学
校
職
員
調
」（「
報
告
書
類　

昭
和
二
十
年
度
」
所
収
、
立
教
池
袋
中
学

校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）
で
は
、
該
当
す
る
教
員
は
お
ら
ず
、
お
そ
ら

く
鈴
木
武
男
の
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
。

（
187
）	

一
九
四
五
年
七
月
四
日
付
東
京
都
教
育
局
長
発
管
下
公
私
立
中
等
学
校
長

（
認
指
定
各
種
学
校
ヲ
含
ム
）
宛
「
戦
時
教
育
令
施
行
ニ
伴
フ
中
等
学
校
教

育
ノ
実
施
ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲
「
諸
通
達
綴　

第
一
巻
」
所
収
）。

（
188
）	

一
九
四
五
年
六
月
八
日
付
文
部
省
国
民
教
育
局
長
発
各
地
方
行
政
協
議
会

長
・
地
方
長
官
宛
「
戦
時
教
育
令
施
行
ニ
伴
フ
中
等
学
校
教
育
ノ
実
施
ニ
関

ス
ル
件
」（
福
間
敏
矩
『
集
成　

学
徒
勤
労
動
員
』
ジ
ャ
パ
ン
総
研
、
二
〇
〇

二
年
）
六
六
五
～
六
六
六
頁
。

（
189
）	

国
民
義
勇
隊
に
つ
い
て
は
、
松
村
寛
之
「
国
民
義
勇
隊
小
論
」（『
歴
史
学

研
究
』
第
七
二
一
号
、
一
九
九
九
年
）、
中
山
知
華
子
「
国
民
義
勇
隊
と
国

民
義
勇
戦
闘
隊
」（『
立
命
館
平
和
研
究
』
第
一
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
の

研
究
を
参
照
。

（
190
）	

一
九
四
五
年
三
月
二
三
日
閣
議
決
定
「
国
民
義
勇
隊
組
織
ニ
関
ス
ル
件
」

（「
東
京
大
空
襲
・
戦
災
誌
」
編
集
委
員
会
編
『
東
京
大
空
襲
・
戦
災
誌　

第

三
巻　

軍
・
政
府
（
日
米
）
公
式
記
録
集
』
東
京
空
襲
を
記
録
す
る
会
、
一

九
七
三
年
）
五
一
一
～
五
一
三
頁
。

（
191
）	
一
九
四
五
年
四
月
二
日
閣
議
決
定
「
国
民
義
勇
隊
ノ
組
織
ニ
関
ス
ル
件
」

（
赤
澤
史
朗
ほ
か
編
『
太
平
洋
戦
争
下
の
国
民
生
活　

資
料
日
本
現
代
史
』

第
一
三
巻
、
大
月
書
店
、
一
九
八
五
年
）
五
二
六
頁
。
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（
192
）	

一
九
四
五
年
四
月
二
七
日
閣
議
決
定
「
国
民
義
勇
隊
ノ
組
織
運
営
指
導
ニ

関
ス
ル
件
」（
前
掲
『
太
平
洋
戦
争
下
の
国
民
生
活　

資
料
日
本
現
代
史
』
第

一
三
巻
、
五
二
八
～
五
二
九
頁
）。

（
193
）	
前
掲
「
国
民
義
勇
隊
と
国
民
義
勇
戦
闘
隊
」。

（
194
）	
一
九
四
五
年
七
月
二
五
日
付
東
京
都
教
育
局
長
発
各
区
長
各
中
等
学
校
長

等
宛
「
学
徒
隊
ト
国
民
義
勇
隊
ト
ノ
関
連
ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲
「
諸
通
達
綴　

第
一
巻
」
所
収
）。
こ
の
通
達
の
文
章
は
、
齊
藤
勉
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
六

月
末
に
文
部
省
か
ら
地
方
長
官
に
出
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
文
章
の
典
拠
や
史
料
情
報
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い

（
前
掲
『
東
京
都
学
徒
勤
労
動
員
の
研
究
』
五
七
三
～
五
七
四
頁
）。

（
195
）	

「
昭
和
二
十
年
四
月
起
豊
島
区
学
校
隣
組
記
録
」（
立
教
池
袋
中
学
校
・
高

等
学
校
史
料
館
所
蔵
）。

（
196
）	

「
義
勇
戦
闘
隊
編
成
準
備
ニ
関
ス
ル
件
連
絡
」（
前
掲
「
諸
通
達
綴　

第
一

巻
」
所
収
）。

（
197
）	

徳
竹
剛
「
通
年
動
員
態
勢
下
に
お
け
る
学
徒
勤
労
動
員
―
東
北
帝
国
大
学

法
文
学
部
伊
勢
崎
隊
―
」（『
東
北
大
学
史
料
館
紀
要
』
第
二
号
、
二
〇
〇
七

年
三
月
）
に
よ
れ
ば
、
群
馬
県
に
お
い
て
は
、
東
部
軍
は
八
月
一
〇
日
ま
で

に
「
学
徒
義
勇
戦
闘
隊
」
の
編
成
を
終
え
る
予
定
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る

（
二
〇
頁
）。

（
198
）	

前
掲
『
東
京
都
学
徒
勤
労
動
員
の
研
究
』
五
九
三
頁
。
東
京
都
教
育
局
は
、

八
月
二
二
日
に
工
場
動
員
生
徒
の
引
き
揚
げ
通
達
を
お
こ
な
っ
た
（
前
掲

『
東
京
都
教
育
史　

通
史
編
四
』
二
〇
二
頁
）。

（
199
）	

前
掲
「
昭
和
二
十
年
四
月
起　

豊
島
区
学
校
隣
組
記
録
」。
以
下
の
記
述

で
隣
組
常
会
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
こ
の
史
料
に
基
づ
く
が
、
そ
の
都
度
、

出
典
は
記
さ
な
い
。

（
200
）	

前
掲
『
東
京
都
学
徒
勤
労
動
員
の
研
究
』
五
九
四
頁
。

（
201
）	

前
掲
『
東
京
都
教
育
史
』
通
史
編
四
、
二
〇
二
頁
。

（
202
）	

一
九
四
五
年
九
月
一
四
日
付
東
京
都
教
育
局
長
発
管
下
男
子
中
等
学
校
長

（
認
指
定
各
種
学
校
ヲ
含
ム
）
宛
「
陸
海
軍
諸
学
校
出
身
者
及
在
学
者
等
中

等
学
校
復
帰
並
ニ
編
入
学
ニ
関
ス
ル
件
」（「
昭
和
二
十
年
八
月
以
降
（
至
昭

和
二
十
一
年
九
月
）
諸
通
達
綴　

第
二
巻
」（
以
下
「
諸
通
達
綴　

第
二
巻
」

と
略
称
）
所
収
、
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。

（
203
）	

「
教
務
日
誌　

其
四　

昭
和
二
十
年
七
月
起　
（
昭
和
二
十
三
年
四
月
迄
）　

立
教
中
学
校
」（
立
教
池
袋
中
学
校
・
高
等
学
校
史
料
室
所
蔵
）。
四
大
節
と

は
、
四
方
拝
（
一
月
一
日
）、
紀
元
節
（
二
月
一
一
日
）、
天
長
節
（
四
月
二

九
日
）、
明
治
節
（
一
一
月
三
日
）
の
こ
と
を
指
す
。

（
204
）	

一
九
四
五
年
一
〇
月
四
日
付
東
京
都
教
育
局
長
発
公
私
立
中
等
学
校
長

（
認
指
定
各
種
学
校
ヲ
含
ム
）
公
私
立
青
年
学
校
長
国
民
学
校
長
（
令
第
一

一
条
ニ
依
ル
認
定
学
校
ヲ
含
ム
）
宛
「
終
戦
ニ
伴
フ
教
科
用
図
書
取
消
方
ニ

関
ス
ル
件
通
牒
」（
前
掲
「
諸
通
達
綴　

第
二
巻
」
所
収
）。

（
205
）	

一
九
四
五
年
一
〇
月
六
日
付
東
京
都
教
育
局
長
発
男
女
中
等
学
校
長
宛

「
時
局
急
転
ニ
伴
フ
学
校
教
育
ニ
関
ス
ル
件
」（
前
掲
「
諸
通
達
綴　

第
二
巻
」

所
収
）。

（
206
）	

一
九
四
五
年
一
〇
月
二
六
日
付
東
京
都
教
育
局
長
発
管
下
私
立
中
等
学
校

長
宛
「
学
校
ニ
於
ケ
ル
宗
教
教
育
ノ
取
扱
方
改
正
ニ
関
ス
ル
件
」、
別
紙

「
文
部
省
訓
令
第
八
号
」（
一
九
四
五
年
一
〇
月
一
五
日
）
添
付
（
前
掲
「
諸

通
達
綴　

第
二
巻
」
所
収
）。

（
207
）	
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、
近
年
の
研
究
と
し
て
、
中
島
耕
二
「
明
治
三
二

年
文
部
省
訓
令
第
一
二
号
と
外
国
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
対
応
―
米
国
長
老
派
宣
教

師
Ｗ
・
イ
ン
ブ
リ
ー
の
活
動
を
中
心
に
し
て
―
」（『
歴
史
』
第
一
一
三
輯
、
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二
〇
〇
九
年
九
月
。
後
に
、
中
島
耕
二
『
近
代
日
本
の
外
交
と
宣
教
師
』
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
二
年
、
第
三
部
第
一
章
）。

（
注　

第
四
章
）

（
1
）	

松
尾
尊
兊
『
滝
川
事
件
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
七
頁
。
滝
川
事
件

と
そ
の
後
に
つ
い
て
の
検
討
は
、
同
書
に
詳
し
い
。

（
2
）	

駒
込
武
・
川
村
肇
・
奈
須
恵
子
編
著
『
戦
時
下
学
問
の
統
制
と
動
員
―
日

本
諸
学
振
興
委
員
会
の
研
究
―
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
一
年
）、
三

〇
頁
。

（
3
）	

『
現
代
史
資
料　

四
二　

思
想
統
制
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
六
年
）
の

掛
川
ト
ミ
子
に
よ
る
解
説
（xxviii
頁
）。

（
4
）	

荻
野
富
士
夫
編
・
解
説
『
文
部
省
思
想
統
制
関
係
資
料
集
成
』（
第
八
巻
、

不
二
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）、
三
九
頁
。

（
5
）	

前
掲
『
戦
時
下
学
問
の
統
制
と
動
員
』
の
「
巻
末
附
表
六　

教
学
局
に
よ

る
『
要
注
意
』
教
員
調
査
一
覧
」
参
照
の
こ
と
。
教
学
局
は
、「
共
産
主
義

的
傾
向
ア
ル
直
轄
、
私
立
学
校
教
職
員
一
覧
」
を
作
成
す
る
だ
け
で
な
く
、

「
自
由
主
義
的
傾
向
ア
ル
直
轄
、
私
立
学
校
教
職
員
一
覧
」
も
作
成
し
て
い

た
。

（
6
）	

宮
沢
俊
義
『
天
皇
機
関
説
事
件
―
史
料
は
語
る
―
』（（
上
）（
下
）
有
斐
閣
、

一
九
七
〇
年
）
に
詳
し
い
。

（
7
）	

「
第
一
次
政
府
声
明
（
昭
和
一
〇
．
八
．
三
）」JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

15060083400

「
国
体
明
徴
問
題
」（
国
立
公
文
書
館
所

蔵
）。

（
8
）	

「
第
二
次
政
府
声
明
（
昭
和
一
〇
．
一
〇
．
一
五
）」JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴

史
資
料
セ
ン
タ
ー
）Ref.A

15060084400

「
国
体
明
徴
問
題
」（
国
立
公
文
書

館
所
蔵
）。

（
9
）	

「
国
体
明
徴
ノ
為
執
リ
タ
ル
処
置
概
要
（
昭
和
一
〇
．
一
〇
．
一
調
）」
や
、

「
国
体
明
徴
ニ
関
ス
ル
施
設
ノ
件
」（
一
九
三
七
年
一
月
か
ら
三
月
の
間
に
報

告
さ
れ
た
、
内
務
省
、
文
部
省
、
司
法
省
に
お
け
る
「
国
体
明
徴
ニ
関
ス
ル

施
設
」
に
つ
い
て
の
文
書
）JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.

A
15060084300

お
よ
びR

ef.A
15060085000

「
国
体
明
徴
問
題
」（
国
立
公

文
書
館
所
蔵
）。

（
10
）	

一
九
三
五
年
四
月
一
〇
日
文
部
省
訓
令
第
四
号
（『
官
報
』
第
二
四
七
八

号
、
一
九
三
五
年
四
月
一
〇
日
）。

（
11
）	

関
係
す
る
帝
国
大
学
総
長
、
官
立
大
学
長
を
文
部
省
に
呼
ん
で
注
意
し
た

こ
と
は
、
一
九
三
五
年
九
月
二
五
日
の
記
載
の
あ
る
文
部
省
「
憲
法
学
説
問

題
ニ
関
ス
ル
施
設
及
処
置
」（JA

C
A

R

（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
）R

ef.

A
15060148000

「
国
体
明
徴
に
関
す
る
各
庁
の
施
設
」（
国
立
公
文
書
館
所

蔵
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）	

同
右
。

（
13
）	

文
部
省
思
想
局
「
各
大
学
ニ
於
ケ
ル
憲
法
学
説
調
査
ニ
関
ス
ル
文
書
」
一

九
三
五
年
（
荻
野
富
士
夫
編
・
解
説
『
文
部
省
思
想
統
制
関
係
資
料
集
成
』

第
八
巻
、
不
二
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
二
六
三
頁
。
元
の
資
料
は
ア
メ
リ
カ

議
会
図
書
館
所
蔵
）。

（
14
）	

前
掲
『
文
部
省
思
想
統
制
関
係
資
料
集
成
』
第
八
巻
、
六
頁
（
荻
野
の
解

説
）。

（
15
）	
同
右
、
二
六
五
頁
。

（
16
）	
同
右
、
二
八
三
頁
。

（
17
）	

同
右
、
二
八
一
頁
。

（
18
）	

荻
野
富
士
夫
『
戦
前
文
部
省
の
治
安
機
能
―
「
思
想
統
制
」
か
ら
「
教
学


